
新たな時代へ力強く踏み出す年に新たな時代へ力強く踏み出す年に
　皆様におかれましては、新しい年を健やかにお迎えのこ
とと心よりお喜び申し上げます。史上初の延期に加え、新
型コロナウイルス禍で迎えた東京2020オリンピック・パ
ラリンピック競技大会。山形市出身の選手をはじめ、ホス
トタウン国である台湾・タイ・サモアの選手らが魅せた〝不
退の健闘〟に心から賞賛を送ります。大会期間中は、旧大
沼山形本店に展示した応援モザイクアートや応援動画な
どで選手たちに熱い応援メッセージを発信するとともに、
アスリート応援ポータルサイトや山形市ホストタウン応援
団公式SNSで、連日の熱戦の模様が皆様にも届いたこと
と思います。また、障害の垣根を越えて認め合う〝共生社
会〟の理念が世界に発信された大会でもありました。困難
な中で開催されたことは、新たな時代へ踏み出す力強い
前進であったと信じております。
　さて、国際社会の2030年に向けての指標である「SDGs（持続可能な開発目標）」では、「誰も置き去りにしない」との、生命
尊厳と公平・平等の理念が掲げられております。この精神性を一層高め合いながら、SDGsの普及と推進を加速させていかな
ければなりません。また同目標でも扱われる「気候危機」は、異常気象等に加え、生態系への影響を通じて感染症発生も促す
とされていることから、「脱炭素社会」へ向けての具体的な取り組みも強化していかなければなりません。これらの課題と向き
合い、私の持ち前である行動力と前向きなチャレンジ精神で、誰ひとり置き去りにしない希望の未来を拓いてまいります。本年
が皆様にとって輝かしい年となりますよう御祈念するとともに、本年も市政発展のために力強いご支援とご指導を賜りますよ
う心よりお願い申し上げます。

南部児童遊戯施設〝ことし４月〟オープン！！
　この春オープン予定の南部児童遊戯施設は、雨天時や冬期間でも、子ども達がのびのびと遊べる施設です。本施設では、
主な空間をランドスケープと連続するワンルームの空間とすることで、まるで原っぱにたくさんの生き物が共存しているよう
に大らかで多様な環境をつくります。スロープや手摺は、バリアを解消するためだけにつけられるのではなく、むしろそれが
新しい遊びや学びのきっかけになるように計画し、障がいのあるなしに関わらず、誰もが自分の可能性を伸ばしていける空
間をつくります。部屋全体をらせん状のスロープ空間とし、建築と遊具が一体となったデザインとします。スロープは走って
下ったり、ロープやネットでも上り下りできるなど、それぞれの能力、個性にあった遊び方ができます。施設の整備について

は、民間資金とノウ
ハウを活用するPFI
方式により、株式会
社シェルター他10
社で設立したSPC
（特定目的会社）
「夢の公園」が、設
計から建設、管理
運営を行います。

新しい力で 山形の創生を！！
　　“心とこころを繋ぎ、希望の未来を拓く”
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〝政策提言〟希望の将来像を示すことが政治の使命！！
　12月23日、公明党山形市議団（会長：折原政信、幹事長：武田新世、政調会長：松田孝男）は、『令和４年度予算編成に係る政
策提言』を佐藤孝弘市長に提出いたしました。山形市を取り巻く社会経済情勢は、コロナ禍でより一層厳しい状況にありま
すが、希望ある本市の将来像とその工程を示すことが政治の使命であります。同政策提言で
は、具体的な施策として59項目を記載しました。これらの多くは「切実な市民の声」をもと
に、身近な課題の解決から、コロナ禍克服、地球規模で推進する持続可能な開発目標「SDGs」
の達成に向けて、山形市が具体的に目指すべき政策として纏めたものです。

提言の内容について（６分野）
①コロナ禍対応と新生活様式について（12項目）
②世界に誇る「健康医療先進都市」実現のために（11項目）
③県都に相応しいトップクラスの子育て環境整備のために（12項目）
④活力ある産業のまちづくりのために（９項目）
⑤市民協働のまちづくりのために（７項目）
⑥安全・安心のまちづくりのために（８項目）

山形市主催の『SDGsワークショップ』
　12月４日、サステナミューズ代表の佐藤朋子氏を講師とする「SDGsと脱炭素
社会を考える市民向けワークショップ」に参加。内容は、SDGsの基礎講和と山形
版SDGsシミュレーション・カードゲーム体験。さまざまな価値観や目標がある
なかで、どうやってSDGsのビジョンを実現していくか。私たちができることは
何なのか。言葉を聞いたことがない人やあまり興味関心がない人でもゲームが持
つ面白さで知らず知らずのうちに、楽しみながら持続可能な開発目標の本質を理
解することができます。山形市発展計画2025では、重要施策とSDGsの理念との
関係性を整理し、同目標を推進しておりますが、このような機会が、市民の理解を
深め、具体的な取り組みを進めるきっかけになるものと期待します。 SDGsと脱炭素社会のワークショップ

創業を考えたとき初めに訪れる施設
　県企業振興公社が、スタートアップ支援の拠点として、11月18日に霞城セント
ラル２階にオープンした複合型コワーキングスペース「スタートアップステー
ション・ジョージ山形」へ、視察を兼ねて仕事体験。この施設の主な３つの機能と
して、創業のワンストップ窓口、コワーキングスペース、オープンイノベーション
拠点を持たせています。また、創業時の拠点やサテライトオフィス、県外から訪れ
たビジネスマンとの交流と仕事場として利用が可能。施設内には、フリーアドレ
スを導入し、座席数は約50席、ミーティング会議などが実施できる個室を３室完
備するなど、様々なニーズに合わせた働き方が可能でます。ココに多様な人たち
が集うことによる相乗効果で、施設の役割以上の成果が生まれるものと期待します。当日は４時間ほど滞在し、スタッフか
ら施設の利用方法等の説明を受けた後、市議会12月定例会の資料を作成しました。

ジョージ山形施設内

地域の危険個所が改善
　地元町内で交通安全対策（交通規制に係る道路標示の引き
直し、カーブミラーの設置、フェンスの設置、側溝整備等）につ
いて、県と市へ要望活動を行なっておりましたが、このほど、
特に危険な場所である20箇所の道路標示を優先して整備が
進みました。運転の際はスピードを控えめに、安全運転でお願
いいたします。

カーブミラー設置道路標示の引き直し
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PCR検査センター開所。検査パッケージ活用へ
　昨年７月16日、PCR検査センター山形店が開所されました。東北では仙
台店に次ぎ２番目のオープンとなった同センターは、山形市と株式会社木
下グループとの間で締結された協定のもと、最上義光歴史館の一室にオー
プン。開所式には、協定の架け橋の労を取られた、庄子賢一衆議院議員、菊池
文昭県議会議員も駆けつけ、私たち公明党山形市議団も同席。開所後は間も
なく、予約を取られた方々が次々と検査を受けられておりました。仕事や冠
婚葬祭等で移動を余儀なくされる時、健康上の理由など、様々な理由でワク
チンを接種できない方が、安価（検査料1900円）で手軽に検査を受けられ
るため、安心してご利用いただけます。また、同年12月23日、佐藤市長へ提
出した提言書にも「ワクチン・検査パッケージ制度の活用を前提としたPCR
検査センター山形店の運営を継続すること」を要望しております。 PCR検査センター山形店

山形県へ「若者支援に関する政策提言」を提出
　昨年の春から夏にかけて、青年アンケート調査（県内７千件回答）と青年懇談会（５月と８月に開催）を
実施し、若者がどのような問題意識を持ち、そして政治に対してどのようなことを望んでいるのか、その
「生の声」を聞いてまいりました。提言として、結婚・妊娠・出産・教育・介護等の各分野の計17項目で編成。
妊娠判定の受診料や妊婦歯科検診への助成制度の導入。民間企業と連動した奨学金返還支援制度の拡充、
相談支援と訪問看護の機能を併設する医療的ケア児者・重症者への支援充実。コロナ禍における出口戦略
の取り組み等を盛り込みました。松田明子山形県しあわせ子育て応援部長は「青年の生の声はとても大事
で思いは同じだ」と力強く応じて頂きました。

蔵王温泉に新たな賑わい拠点
　活気溢れる観光地にしたいと、地元若手経営者の有志が集まり整備を進めてきた「カ
フェ＆バルChotto」が山形市蔵王温泉の高湯通りにオープンいたしました。看板メ
ニューはベトナムのサンドイッチ、バインミー。更に蔵王かぼちゃを使用したスイーツも
登場します。また、同温泉の宿泊施設のテラスには、壁画師の小林舞香さんと市内学生ら
が協力し、蔵王温泉で眺められる「星空」をテーマに、
星座の壁画を描きました。蔵王温泉では、開湯1900年
の歴史に〝新たな魅力〟を加え、国際競争力の高いリ
ゾート形成を目指しております。さらに、来年末頃に
は、道の駅（仮称）蔵王が開設予定となっており、蔵王
温泉へのゲートウェイ機能も強化されます。これら
様々な取組みが連動し賑わいが押広がることと期待
します。 じゅっきー君と新店舗前にて 星座の壁画前

若者支援に関する
政策提言

新LINE公式アカウント。通報機能が追加
　山形市が開設しているLINE公式アカウントが、リニューアルされ、情報発信の向上に効果を発
揮しております。導入を受け、これまで改善を提案し推進してきた公明党山形市議団（折原政信会
長・武田新世幹事長・松田孝男政調会長）で担当する市広報課を訪れ利用状況を伺ってきました。
池田和正課長らは「公明党山形市議団からの予算要望なども受け、市民サービスを充実させるた
め機能をアップさせた」と説明。新機能として、新型コロナや子育てなど必要な情報の受信の“選
択設定”が可能になったこと。道路や公園、河川の損傷や不法投棄の“通報”が可能になったこと。ご
みの種類を入力すると分別方法や収集日を自動応答する“ボイスチャットが強化”されたことの
説明がありました。新機能追加については、2020年12月定例会で武田新世議員が提案したほか、
会派の予算要望で訴えてきました。同アカウントには現在３万人超が登録しており、利用者から
好評です。

LINE
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市民に寄り添った次代の地方創生を目指して

ワクチン接種にかかる緊急要望書
　５月12日から山形市では、コロナ感染防止に向け高齢者を対象としたワク
チン接種予約の受付が市内154箇所で本格的に開始されました。開始当初よ
り、市民の方々から私のもとに多くのご意見や要望が寄せられ、接種体制等が
極めて重要な局面を迎えていることを痛感しておりました。同月15日、全国
1151人の国会議員と地方議員とで、オンライン会議を開催。私も本格的なワク
チン接種に向けての意見交換や課題及び情報共有を行うため参加。会議直後、
公明党山形市議団で政策について協議し、同月17日、『迅速かつ円滑な接種体
制の整備に向けた〝新型コロナウイルスワクチン接種〟にかかる緊急要望書』
を佐藤市長へ提出いたしました。内容として、集団接種会場や医療従事者の確
保、コールセンター体制強化と休日を含めた予約時間の延長、LIENとWeb予約
の支援、移動困難者への送迎支援の実施、PCRセンターの設置等を示しました。 佐藤山形市長へ要望書提出

三月定例会
一般質問から（抜粋）

Ｑ 松田市議・Ａ 佐藤市長
Ｑ　デジタル技術による地方創生の考えはどうか。
Ａ　スマートシティーの実現に向け、基本計画を来年
度に策定し、デジタル技術を積極的に活用した課題
解決やまちづくりを進めていく。
　
Ｑ　デジタル機器の利用に不安がある方への支援に取
り組んではどうか。
Ａ　高齢者等を対象に、ICT機器を活用するための講
座を開催していく。
　
Ｑ　自治体版マイナポイント事業に取り組んではどうか。
Ａ　ニーズや有効性、取組内容を検討していく。
　
Ｑ　押印廃止の取組推進における考えはどうか。
Ａ　認印の押印を原則廃止する。
　
Ｑ　結婚新生活支援事業の内容はどうか。
Ａ　新婚カップルに住宅取得費用又は住宅賃借費用、
引越費用を補助する。
　
Ｑ　市産材の利用拡大を促進してはどうか。
Ａ　塀や柵など外構部の木質化への支援を検討していく。
　
Ｑ　日常生活用具給付等事業の給付品目に暗所視支援
眼鏡を追加すべきではないか。
Ａ　利用者のニーズや先進自治体の取り組み状況を参
考に検討を進めていく。

Ｑ　データ放送による防災情報発信を推進してはどうか。
Ａ　防災情報の有効な活用を放送事業者に働きかけて
いく。
　Ｑ　御殿堰を活用したまちづくりの考えはどうか。
Ａ　御殿堰沿いの歩道や回遊性を高める小径の整備を
検討している。
　Ｑ　御殿堰の世界かんがい施設遺産登録を目指しては
どうか。
Ａ　世界かんがい施設遺産登録の認定要件を精査する。
　Ｑ　山形まるごとマラソンの準備や検討はどうか。
Ａ　３キロメートル及びファミリーの部を前日の山形
まるごと祭りだワッショイと同日に七日町で開催す
ることや、市の特産物を提供するプランなどを検討
している。
　Ｑ　プレミアム観光券の追加発行をしてはどうか。
Ａ　新型コロナの感染状況等を踏まえ、実施の可否を
検討していく。
　Ｑ　市営駐車場に事前精算機を設置してはどうか。
Ａ　事前精算機の導入や、交通系ICカードとの連携な
どの検討を行っていく。
　Ｑ　温泉への入浴に健康ポイント事業SUKSKのポイ
ントを付与してはどうか。
Ａ　ポイント付与を検討していく。
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